
夏
目
漱
石
の
作
品
に
は 、
「

自
然」
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る 。

．
そ
れ
は 、
あ
る―
つ
の
作
品
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く 、

初
期
か
ら
晩

年
の
作
品
に
至
る
ま
で 、
r

自
然」
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
「
自
然」

あ
る
い
は
r

天」
の
成
り

行
き
に
従
う

生
き
方
を
何
よ
り
も

煎
ん
ず
る
漱
石

は 、
自

分
の
人
生
観
を
そ
の
ま
ま
作
品
に
表
そ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る 。

「
自
然」
の
成
り
行
き
に
従
い 、

紫直
に
生
き
よ
う
と
す
る
漱
石
の
「

自

然
観」
が 、
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
作
品
は
『

そ
れ
か
ら』
で
あ
る 。

漱
石
は 、
r

そ
れ
か
ら』
の
執
節
中 、
相
当
の
苦
労
を
直
ね
た
よ
う
で
あ
る 。

そ
れ
は 、
漱
石
の
明
治
四
十
二
年
八
月
九
日
の 、
r「

そ
れ
か
ら」
を
也
き
直

(

1)
 

し
た
の
は
是
で
二
返
目
也」
と
い
う
日
記
の
文
面
か
ら
も
痰
う
こ
と
が
で

．
き
る 。
漱
石
が
「

二
返」
も
世
き
直
し
な
が
ら
描
き
た
か
っ
た 、
『

そ
れ
か
ら」

に
お
け
る
「

自
然」
と
は 、
何
で
あ
ろ
う
か。
そ
し
て 、
そ
の
r

自
然」
は 、

「
愛」
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か 。

代
助
は 、
上
流
世
界
の
知
識
人
で 、
学
校
を
卒
業
し
て
三
十
歳
に
な
っ
て

も
遊
民
と
し
て 、
何
の
仕
事
も
せ
ず、
父
か
ら
経
済
的

援助
を
受
け
て 、
趣

味
に
任
せ
た
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る 。
代
助
に
は 、
平
岡
と
い
う
友
人
が
い

る 。
二
人
は
中
学
時
代
か
ら
の
知
り
合
い
で 、
学
校
を
卒
業
し
た
後
も 、
本

当
の
兄
弟
の
様
に
親
し
く

往
来
し
た 。
又 、
二
人
の
学
友
に
菅
沼
と
い
う
人

が
い
る 。
平
岡
は 、
学
校
を
卒
業
し
て一
年
後 、
菅
沼
の
妹
（
三
千
代）
と

結
婚
し 、
束
京
を
発
っ
て
京
阪
地
方
に
移っ
た 。

し
か
し 、
平
岡
夫
婦
は 、
偶
然
東
京
へ
戻
っ
て
き
た 。
r

そ
れ
か
ら」
に
は 、

殆
ど
忘
れ
て
い
た
昔
の
思
い
出
が 、
偶
然
な
出

来事
と
と
も
に
蘇
っ
て 、
「

世

(
2
)

 

間
の
掟」
(
+
六
の
八 、
三
二
六
頁）
と
「

自
然
の
事
実」
（
同
前）
の
間

で
気
持
ち
は
揺
れ
動
き
な
が
ら 、
「

自
然
の
事
実」
に
自
分
の
運
命
を
任
せ

て
い
こ
う
と
す
る
代
助
の
生
き
方
が
描
か
れ
て
い
る 。

代
助
は 、
平
岡
が
三
千
代
を
愛
す
る
前
か
ら 、
三
千
代
に
対
す
る
恋
梢
を

抱
き
始
め
て
い
た 。
し
か
し
友
達へ
の
「

義
侠
心」（
十
六
の
八 、
三
二
六
頁）

具

—
「
自
然
の
昔
に
帰
る」
代
助
の
生
き
方
を
中
心
に|
ー_

夏
目
漱
石
『
そ
れ
か
ら』

論

賢

淑
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か
ら、
三
千
代
と
平
岡
の
結
婚
を
周
旋
し
た。
し
か
し、
そ
の
よ
う
な
仕
方

で
「
自
然
の
愛」
（
＋
六
の
八、
三
二
六
頁）
に
逆
ら
っ
た
代
助
は、
後
に

手
痛
い
刑
罰
を
蒙
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た。

か

た

•

代
助
に
与
え
ら
れ
た
刑
罰
と
は、「
自
然
に
復
讐
」(
+
六
の
九、
三
三
0
頁）

を
取
ら
れ
た
こ
と
と
い
え
る。
そ
れ
故、
数
多
く
の
細
君
の
候
補
者
に
接
し

な
が
ら、
三
十
過
ぎ
ま
で
独
身
で
募
ら
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は、
r
自

か

た

•

か

た

•

．
然
の
復
醤」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う。
「
自
然
の
復
讐」
は、
三
千
代
が

結
婚
し
て、
東
京
を
去
っ
た
後
も、
代
助
の
三
干
代へ
の
恋
情
を
捨
て
さ
せ

る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た。

明
治
四
十
二
年一
月
よ
り
六・
七
月
頃
ま
で
の
r
日
記
及
断
片』
に
見
ら

れ
る
よ
う
に、
漱
石
は、
r
そ
れ
か
ら」
を
世
く
に
際
し
て、
全
体
の
構
成

を
か
な
り
精
密
に
組
み
立
て
た。
そ
の
う
ち、
次
の
メ
モ
は
看
過
で
き
な
い

と
思
う。

(
3)
 

平
岡
卜
三
千
代
ハ
結
婚
ヲ
誤
マ
ッ
タ。

漱
石
は、
利
害
の
は
さ
ま
ら
な
い
純
粋
な
出
会
い
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
結

婚
を、
何
よ
り
大
切
に
し
た。
こ
れ
に
対
し
て、
平
岡
と
三
干
代
と
の
結
婚

は、
誠
の
「
愛」
の
結
晶
と
し
て
の
結
婚
と
は
言
い
が
た
い。
明
治
四
十
三

年
四
月、
「
白
襟」
創
刊
号
の
巻
頭
に
発
表
さ
れ
た
武
者
小
路
実
篤
の
「『
そ

れ
か
ら」
に
就
て
」

は、
三
千
代
に

対す
る
平
岡
と
代
助
の
「
愛」
を
次
の

ょ
う
に
分
け
て
い
る。

平
岡
の
患
は
自
然
派
の
云
ふ
患
で
あ
る。
情
欲
八
分
の
患
で
あ
る。
代

(

4
)
 

助
の
三
千
代
に
対
す
る
患
は
八
分
愛
で
あ
る。

4
 

平
岡
の「
細
君
が
病
氣
に
な
っ
た
為
に
遊
ぴ
た
く
な
る
や
う
な
患」（
同
前）

は、
純
粋
に
沸
い
て
く
る
誠
実
な
愛
よ
り
は、
動
物
的•
本
能
的
な
「
愛」

と
い
っ
て
良
か
ろ
う。

で
は、
平
岡
に
対
す
る
三
千
代
の
「
愛」
は、
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か。

結
婚
し
て
三
年
後、
「
僕
の
存
在
に
は
貴
方
が
必
要
だ。
何
う
し
て
も
必
要

だ」
（
十
四
の
十、
二
七
九
頁）
と
い
う
代
助
の
「
愛」
の
告
白
に、
三
千

代
は
涙
ぐ
み
な
が
ら、「
打
ち
開
け
て
下
さ
ら
な
く
つ
て
も
可
い
か
ら、
何
故
」

（
十
四
の
十、
二
八
0
頁）、
「
何
故
棄
て、
仕
舞
っ
た
ん
で
す」
（
同
前）

と
賀
め
る。
と
す
る
と、
あ
の
時、
三
千
代
は
代
助
を
愛
し
て
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か。
元
よ
り、
平
岡
に
対
す
る
三
千
代
の
誠
実
な
「
愛
」

は、
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

そ
れ
故、
平
岡
と
三
千
代
が
「
結
婚
ヲ
誤
マ
ッ
タ
」

と
い
う
の
は、
「
自

然
の
事
実
と
し
て
成
り
上
が
っ
た
夫
婦
関
係」
(
+
六
の
八、
三
二
六
頁）

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
つ
ま
り、
「
平
岡
は
貰
ふ
べ
か
ら
ざ

る
人
を
貰
ひ、
三
千
代
は
嫁
ぐ
可
か
ら
ざ
る
人
に
嫁
い
だ
」

(
+=l
の
四、

二
三
二
頁）
と
い
う
意
味
で
あ
る。

偶
然
な
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
蘇
っ
て
き
た、
代
助
の
三
千
代
に
向
か
う「
自

然
の
愛」
は、
我
知
ら
ず
心
の
奥
深
い
と
こ
ろ
に
据
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た。

代
助
は
段
々
深
ま
っ
て
い
く
三
千
代へ
の
恋
情
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る。
し
か
し、
「
別
段
不
徳
義
と
は
感
じ
な
か
っ
た。
寧
ろ
惜
快
な
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心
持
が
し
た」
。

そ
し
て
、
「
代
助
は
心
の
中
で
痛
く
自
分
が
平
岡
の
依
頼
に

応
じ
て、

三
千
代
を
彼
の
為
に
周
旋
し
た
事
を
後
悔
し
た
」
(
+
＝一
の
四、

二
三
二
頁）
。

考
え
が
こ
こ
ま
で
至
っ
て、

彼
は
自
分
と
三
千
代
と
の
関
係
を、

直
線
的
に
自
然
の
命
ず
る
通
り
発

展
さ
せ
る
か、

又
は
全
然
其
反
対
に
出
て、

何
も
知
ら
ぬ
昔
に
返
る
か。

(
+-―一
の
九、

二
四
九
頁）

と、

戸
惑
い
始
め
た
。

つ
ま
り、

自
然
の
児
に
な
ら
う
か、

又
意
志
の
人
に
な
ら
う
か。
（
十
四
の
一
、

二
五
0
頁）

＇

と、

迷
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

代
助
に
と
っ
て、

三
千
代
と
の

関
係
を
「
自
然
の
命
ず
る
通
り
発
展
さ
せ
る
」

こ
と
は、

お
の
ず
か
ら
沸
い

て
く
る
三
年
前
の
純
粋
な
「
自
然
の
愛」

を
守
る
こ
と
で
あ
り、
r
天
意
に

叶
う
L

（
十
三
の
九、

二
四
九
頁）

こ
と
で
あ
る
。

一

方、

人
要
へ
の
「
愛」

を
「
自
然
の
命
ず
る
通
り
発
展
さ
せ
る
」

と
い

う
の
は、
「
人
の
掟
に
背
く」

こ
と
で
あ
り、

結
局、
「
社
会
的
に
罪
を
犯
し

た
も
同
じ
事」
（
＋
四
の
十、

二
八
一

頁｝

で
あ
る
。
「
自
然」

の
成
り
行
き

か

た

•

に
逆
ら
っ
た
が
た
め
に、
「
自
然
に
復
醤」

を
取
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
代
助
は、

「
然
し
僕
は
さ
う
生
れ
て
来
た
人
間
な
の
だ
か
ら、

罪
を
犯
す
方
が
僕
に
は

自
然
な
の
で
す」
（
十
四
の
十、

二
八
i

頁）

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

偽
り
を
脱
い
だ、

代
助
の
「
自
然
の
愛」

は、
「
自
然
の
昔
L

（
十
四
の
七、

二
七
一

頁）

に
帰
っ
て、

初
め
て
「
安
慇」

を
感
じ、

平
和
や
自
由
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た。

つ
ま
り、

我
知
ら
ず
お
の
ず
か
ら
沸
い
て
く
る、

純
粋

な
恋
心
を
大
切
に
し
て、

心
の
導
く
ま
ま
索
直
に
従
っ
て、

初
め
て
故
郷
に

い
る
よ
う
な
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し、
「
自
然
の
愛」

に
従
う
こ
と
を
決
心
し
た
代
助
は、
「
自
己
が
自

已
に
自
然
な
因
果
を
発
展
さ
せ
な
が
ら、

共
因
果
の
重
み
を
背
中
に
負
つ
て、

高
い
絶
壁
の
端
迄
押
し
出
さ
れ
た
様
な`
心
持
ち」
(
+
六
の
一
、
一l-
0
云

頁）

を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り、
「
天
意
に
は
叶
ふ
が、

人
の

掟
に
背
く」

代
助
の
「
自
然
の
愛」
は、
こ
れ
を
守
り
つ
づ
け
る
た
め
に、
「
世

間
の
掟」

と
衝
突
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

さ
ら
に、

代
助
は
1

二
千
代
に
対
す
る
「
物
質
上
の
爽
任」
（
十
六
の一―-‘

――-
0
八
頁）

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。
「
金
に
不
自
由
し
な
い
様

で
ゐ
て、

其
実
大
い
に
不
自
由
し
て
ゐ
る」

代
助
は、
r
少
な
く
と
も
当
分

一

人
前
ぢ
や
な
い
。

半
人
前
に
も
な
れ
な
い
」
(
+
六
の
三、
1
11
0
七
頁）

の
で
あ
る
。

武
者
小
路
実
篤
は
「
『
そ
れ
か
ら」

に
就
て」

で、
「
社
会
の
掟」

と
「
自

然
の
命」

の
問
で
戸
惑
い、
r
自
然
の
愛」

に
則
る
代
助
に
対
し
て、
「
一

種

(
6)
 

の
自
然
崇
拝
と
見
た
い
」

と
述
べ
た
。

さ
ら
に、

自
然
の
命
に
背
く
も
の
は
内
に
慰
安
を
得
ず、

社
会
に
背
く
も
の
は
物

質
的
に
慰
安
を
得
な
い
。

人
は
自
然
の
命
に
従
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
社
会
の
掟
に
そ
む
く
も
の
は
滅
亡
す
る
。

さ
う
し
て
多
く
の
場

合、

自
然
に
従
ふ
も
の
は
社
会
か
ら
外
面
的
に
迫
害
さ
れ、

社
会
に
従

ふ
も
の
は
自
然
か
ら
内
面
的
に
迫
害
さ
れ
る、

人
の
子
は
ど
う
し
た
ら
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い
、
の
だ
ら
う。
中
途
半
端
に
ぶ
ら
つ
い
て
ゐ
る
よ
り
外
仕
方
が
な
い。

（
四
二
九
頁）

と、
言
い
加
え
て
い
る。

(7)
 

し
か
し、
「
天
ノ
輿
ヘ
タ
偶
然
」
な
出
来
事
を
大
切
に
し
て、
「
自
然
の

児」
に
な
る
決
心
を
し
た
代
助
を、
「
中
途
半
端
に
ぶ
ら
つ
い
て
ゐ
る」
と

言
い
切っ
て
良
い
だ
ろ
う
か。
「
自
然
の
愛」
を
握
っ
た
か
わ
り
に、

グ
イ
ヤ
そ
ン
ド

ポ

テ

ト

(8)

「
金
剛
石
を
放
り
出
し
て、
馬
鈴
薯
に
噛
り
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」(
+

三
の一
、
ニ
ニ
五
頁）
状
況
に
陥っ
た
生
活
や、
父・
兄・
妓•
平
岡
は
い

う
ま
で
も
な
く、
「
世
間
の
掟」
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
衝
突
は、
代

助
に
と
っ
て
は
大
変
な
こ
と
と
い
え
る
だ
ろ
う。
と
言
っ
て、
「

自
然
の
昔

に
帰
る」
代
助
の
「
自
然
の
愛」
を、
悲
劇
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
か。

(9)
 

鉦
者
は、
「
夏
目
漱
石
の
『
非
人
情』」
で、
『
明
暗
」

に
お
け
る
漱
石
の

「
自
然」
の
分
け
方
に
つ
い
て
述
べ
た。
そ
こ
で
綸
じ
た
よ
う
に、
漱
石
は

「
自
然」
を
r
大
き
な
自
然」
と
「
小
さ
い
自
然」
に
分
け
て
い
る。
こ
の

観
点
か
ら
r
そ
れ
か
ら』
に
お
け
る
r
自
然
に
帰
る」
を
考
察
す
る
な
ら
ば、

ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か。

r
自
然
を
以
て
人
間
の
栴
え
た
凡
て
の
計
画
よ
り
も
体
大
な
も
の
と
信
じ

-10)
 

て
ゐ
た」
(
+
三
の一
、
ニ
ニ
四
頁）
と
酋
え
る
代
助
に
お
い
て、
「
大
き

な
自
然」
に
辿
り
つ
く
と
と
も
に
起
こ
る
物
質
的
な
問
題
や、
「
世
間
の
掟」

と
の
衝
突
な
ど
は、
人
間
の
成
長
過
程
に
た
と
え
て
み
る
と、
こ
れ
か
ら
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
思
春
期」
の
出

来事
と
い
え
よ
う。

そ
れ
故、
「
自
然
の
昔
に
帰
る」
に
も
か
か
わ
ら
ず、
凪
わ
さ
れ
る
代
助

四

の
「
自
然
の
愛」
は、
岡
崎
義
恵
が
r
薮
術
論
の
探
求』
で
論
じ
た
よ
う
に、

-ll)
 

「
天
（
或
は
自
然）
に
遠
ら
ん
と
す
る
者
の
苦
行
の
道」、
あ
る
い
は
「
則

天
去
私
の
道
程
に
お
け
る一
つ
の
過
渡
的
状
態
を
示
す
も
の」
（
三
七
九
頁）

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。
又、
こ
れ
は
「
大
き
な
自
然」
の
中
で
の
成
り

行
き
を
「
小
さ
い
自
然」
に
岡
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
り
は、
む
し
ろ、
「
小

さ
い
自
然」
で
起
こ
る
様
々
な
出
来
事
を
「
大
き
な
自
然」
の
成
り
行
き
に

従
わ
せ
よ
う
と
す
る、
漱
石
の
r
自
然
観」
に
基
づ
く
思
想
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
る。

こ
こ
で、
「
自
然
の
昔
に
帰
る」
代
助
の
心
境
を、
漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
留

学
中
に
見
出
し
た、
「
自
己
本
位」
と
結
ぴ
つ
け
て
考
え
て
み
る
と、
ど
の

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か。

梶
木
剛
は
r
夏
目
漱
石
論』
に
お
い
て、
「
自
然
の
昔
に
帰
る」
代
助
を

漱
石
の
「
自
己
本
位」
に
繋
げ
て、
か
な
り
詳
し
く
述
ぺ
て
い
る。
そ
の
う

ち、
次
の
よ
う
な
論
述
に
注
意
し
た
い。

(

12)
 

梶
木
剛
は、
漱
石
の
「
自
己
本
位」
を、
「
生
活
原
理」
と
し
て
の
「
自

己
本
位」
と、
「
思
想
原
理」
と
し
て
の
「
自
己
本
位」
に
分
け
て
論
じ
た。

そ
し
て、
朝
日
新
聞
に
入
社
し
て、
本
格
的
に
創
作
活
動
を
し
始
め
た
こ
と

に
対
し
て、
r『
自
己
本
位」
の
原
理
に
従っ
た
必
然
的
な
帰
結」
と
述
べ
た。

又、
「r
自
己
本
位』
の
思
想
原
理
は
こ
こ
で
は
ま
だ
漱
石
の
生
活
原
理
に
と

ど
ま
っ
て
い
て、
作
品
の
構
成
を
統
率
す
る
思
想
原
理
そ
の
も
の
と
し
て
は
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定
落
さ
れ
て
い
な
い」
(-
三
ーニ
四
頁）
と
杏
き
加
え
た。

そ
し
て、

代
助
の
胸
の
中
に
結
実
し
た
「

今
日
始
め
て
昔
に
帰
る
ん
だ」
と
い
う

命
題
は、
い
い
か
え
れ
ば、
代
助
が
こ
こ
に

〈自
己
本
位〉
の
四
字
を

棠
握
し
た
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い。
（
中
略）
つ
ま
り
漱
石
は
こ

の
r
そ
れ
か
ら』
一
篤
で、
こ
れ
ま
で
は
生
活
原
理
と
し
て
あ
っ
た
＾
自

己
本
位〉
を、
思
想
原
理
そ
の
も
の
と
し
て
作
品
的
構
成
の
中
心
に
持

ち
こ
み、
主
人
公
長
井
代
助
と
と
も
に
そ
の
思
想
を
行
き
は
じ
め
る
の

だ
が、
そ
こ
で、
注
目
す
べ
き
は、
代
助
の
＾
自
己
本
位〉
が、
み
ら

れ
る
よ
う
に、
お
の
れ
の
内
部
の
〈
自
然〉
に
従
う
も
の
と
い
う
形
で

具
体
化
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る。
(-
五
頁）

と
述
べ
て
い
る。

様
々
な
障
害
に
も
か
か
わ
ら
ず、
「

自
然
の
愛」
を
求
め
よ
う
と
す
る
代

助
の
行
動
に
は、
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
留
学
中
に
見
出
し
た
「
自
己
本
位」
が

現
れ
て
い
る
と
い
え
る。
と
い
っ
て、
「
自
然
の
昔
に
帰
る」
代
助
の
生
き

方
を、
「『
自
己
本
位』
の
四
字
を
掌
握
し
た
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い」

．
と
断
酋
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か。

漱
石
は、
r
そ
れ
か
ら』
の
四
年
後
に
発
表
し
た
「
私
の
個
人
主
義」
で、

・

「
自
己
本
位」
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た。
こ
こ
で、
「
私
の
個
人
主
義」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
漱
石
の
「
自
己
本
位」
と、
「
自
然
の
昔
に
帰
る」
と
い
っ

た
代
助
の
行
動
と
を、
厳
密
に
検
討
す
る
必
要
を
感
じ
る。

大
学
で
英
文
学
を
専
攻
し
た
漱
石
は、
絶
え
ず
学
問
的
な
葛
藤
や
物
足
り

な
さ
を
感
じ
た。
漱
石
は、
こ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
い
て、
大
学
を
卒
業
し、

松
山
・
熊
本
へ
移
り、
ロ
ン
ド
ン
ヘ
留
学
に
行
っ
た。
し
か
し、
こ
の
よ
う

な
漱
石
の
行
動
は、
自
分
の
意
志
で
し
た
と
い
う
よ
り
は、
他
人
に
勧
め
ら

ぅ
這
ぐ
5

れ
て
行
な
わ
れ
た、
「
根
の
な
い

罪
の
や
う
に、
其
所
い
ら
を
で
た
ら
め

-

13
)

に
渫
つ
て
ゐ
た」
（
「

私
の
個
人
主
義」）
「
他
人
本
位」
（
同
前）
に
過
ぎ
な

か
っ
た。
漱
石
の
い
う
「

他
人
本
位」
と
は、
r
自
分
の
酒
を
人
に
飲
ん
で

貰
つ
て、
後
か
ら
其
品
評
を
聰
い
て、
そ
れ
を
理
が
非
で
も
さ
う
だ
と
し
て

仕
舞
ふ
所
間
人
真
似」
（
同
前）
を
意
味
す
る。

英
文
学
を
専
攻
し
て
い
な
が
ら、
自
分
の
見
識
よ
り
は、
西
洋
人
の
意
見

に
左
右
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
漱
石
は、「
文
学
は
何
ん
な
も
の
で
あ
る
か、

そ
の
概
念
を
根
本
的
に
自
力
で
作
り
上
げ
る
よ
り
外
に、
私
を
救
ふ
途
は
な

い
の
だ
と
悟
っ
た」
（
同
前）。
ロ
ン
ド
ン
の
霧
の
中
で、
又、
学
問
的
な
不

安
で
霧
の
よ
う
に
霞
ん
で
い
た
精
神
状
態
の
中
で、
漱
石
が
や
っ
と
悟
っ
た

の
が
「
自
己
本
位」
で
あ
る。

漱
石
の
「
自
己
本
位」
と
は、
「

自
己
が
主
で、
他
は
賓
で
あ
る
と
い
ふ

信
念」
（
同
前、
五
九
七
頁）
で
あ
る。
こ
れ
は、
「
自
己
中
心」
と
同
様
に

思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い。
し
か
し、
そ
れ
は
む
し
ろ、
様
々
な
束
絆
や
拘

り
が
あ
る
r
小
さ
い
自
然」
を
乗
り
越
え
た、
r
禅」
の
世
界
で
い
う
「

自

(14)
 

己
を
忘
じ
た
る
絶
対
の
境
地」
で
の
確
固
た
る
自
己
信
念
で
あ
る。
さ
ら
に、

(

15
)
 

そ
れ
は
「
洒
落
超
脱
ノ
趣」
（
明
治
三
十
四
年
三
月
十
二
日、
日
記）
や、
「

笑

而
不
答
心
自
閑
卜
云
フ
趣」
（
同
前）
が
あ
る
「

大
き
な
自
然」
の
世
界
で

の
生
き
方
で
あ
る
と
い
え
よ
う。
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16}
 

「r
今
日
始
め
て
自
然
の
昔
に
帰
る
ん
だ』
と
胸
の
中
で
云
っ
た」
(r
そ

れ
か
ら』

十
四
の
七、
二
七
一
頁）

代
助
は、
「
年
頃
に
な
い
安
慰
を
総
身

に
党
え
た」
（
同
前）。
そ
し
て、
r
純一
無
雑
に
平
和
な
生
命
を
見
出
し
た」

（
同
前）。
そ
こ
に
は、
「
裳
の
様
な
自
由
と、
水
の
如
き
自
然
と
が
あ
っ
た」

（
同
前）。
し
か
し、

代
助
は
「
自
己
が
自
己
に
自
然
な
因
果
を
発
展
さ
せ

な
が
ら、

其
因
果
の
諏
み
を
背
中
に
負
つ
て、

庇
い
絶
壁
の
端
迄
押
し
出
さ

．

れ
た
様
な
心
持
ち」
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。
つ
ま
り、
[r
そ
れ

か
ら』

予
告]
に
示
し
た
よ
う
に、
「
此
主
人
公
は
最
後
に、

妙
な
運
命
に

(17)
 

陥
る」
の
で
あ
る。
こ
れ
に
対
す
る
最
後
の
描
写
は、

注
目
に
値
す
る。

忽
ち
赤
い
郵
便
筒
が
眼
に
付
い
た。
す
る
と
其
赤
い
色
が
忽
ち
代
助
の

頭
の
中
に
飛
ぴ
込
ん
で、

く
る
く
る
と
回
転
し
始
め
た。
（
中
略）

仕

舞
に
は
世
の
中
が
真
赤
に
な
っ
た。
さ
う
し
て、

代
助
の
頭
を
中
心
と

(
18
)

 

し
て
く
る
り
く
る
り
と
焔
の
息
を
吹
い
て
回
転
し
た。
(r
そ
れ
か
ら』

十
七
の
三、
三
四
三
頁）

代
助
の
「
妙
な
逃
命」
の
「
因
果
の
誼
み」
は、
三
千
代
に
対
す
る
「
物

質
上
の
資
任」
と
い
っ
て
差
支
え
な
い。
代
助
は、
「
自
然
の
愛」
の
た
め、

今
ま
で
の
生
活
と
は
変
わ
っ
て、

否
応
な
く
仕
事
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。
又、

父
・
兄
·
妓•
平
岡
は
い
う
ま
で
も
な
く、
r
個
人
の
自
由
と
情

実
を
造
も
掛
酌
し
て
呉
れ
な
い
器
械
の
様
な
社
会」
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い。

「
小
さ
い
自
然」
の
掟
に
拘
っ
て、
友
人
に
対
す
る
「
義
侠
心」
を
装
っ

て
振
る
餌
っ
た
代
助
の
行
為
は
「
他
人
本
位」
と
言
い
得
る
だ
ろ
う。
と
い
っ

て、
「
自
然
の
昔
に
帰
る」
代
助
の
行
動
を、

梶
木
剛
の
よ
う
に
「
＾自
己
本

位〉
の
四
字
を
掌
握
し
た
と
い
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い」
と
断
言
し
て
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か。

「
自
己
本
位」
に
は、
生
涯
漱
石
の
憶
れ
て
い
た
「
洒
落
超
脱
ノ
趣」
や、

「
笑
而
不
答
心
自
閑
卜
云
フ
趣」
が
あ
る
は
ず
で
あ
る。
そ
こ
に
は、
「
丞

の
様
な
自
由
と、

水
の
如
き
自
然」
と
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る。
に
も
か

か
わ
ら
ず、
「
自
然
の
昔
に
帰
る」
代
助
に、
「
物
質
上
の
演
任」
や
「
個
人

の
自
由
と
惜
実
を
礎
も
掛
酌
し
て
呉
れ
な
い
器
械
の
様
な
社
会」
と
の
戦
い

が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
の
は、

代
助
が
す
で
に
「r
自
己
本
位
J

の
四
字

を
掌
握
し
た」
と
い
う
よ
り
は、
「
他
人
本
位」
か
ら
離
れ
て
「
自
己
本
位
L

へ
向
か
い
つ
つ
あ
る
道
程
に
あ
っ
た
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う。
つ
ま
り、

作

品
『
そ
れ
か
ら』
は、
「
自
然」
に
従
う
生
き
方
を
め
ぐ
る、

漱
石
の
探
求

の
発
展
途
上
に
位
骰
づ
け
ら
れ
る。

「
小
さ
い
自
然」
か
ら
「
大
き
な
自
然」
の
「
自
己
本
位」
へ
向
か
う
道

程
に
は、

様
々
な
阻
害
や
衝
突
が
潜
在
し
て
い
る
だ
ろ
う。
し
か
し、
こ
の

苦
難
の
段
階
を
通
過
し、

超
越
し
て
こ
そ、

確
固
た
る
自
分
の
信
念
を
貰
＜

こ
と
が
で
き
る。
そ
こ
に、
「
自
己
本
位」
に
基
づ
く
人
生
が
確
立
す
る
と

い
え
よ
う。
こ
の
よ
う
に、
「
自
己
本
位」
へ
の
道
程
を
乗
り
越
え
て、
「
大

結

語
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（
グ

ヒ
a
ン
ス
ク

き
な
自
然」
に
辿
り
つ
こ
う
と
す
る
代
助
の
生
き
方
に、
「
自
然」
の
成
り

行
き
に
従‘
2中
を
直
ん
ず
る
漱
石
の
基
本
的
な
生
き
方
を
窺
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る。

日
記・
断
片

下

岩
波
也
店

岩
波
柑
店

注1

新
刊
『
漱
石
全
集』
第
二
十
巻

九
六
年
六
七
頁。

2

新
刊
『
漱
石
全
集』
第
六
巻

そ
れ
か
ら・
門

3
1
に
同
じ。
九
五
頁。

4

r
武
者
小
路
実
篤
全
集』
第一
巻
小
学
館

昭
和
六
十
二
年

5

2
に
同
じ。

6
4
に
同
じ。

7
1
に
同
じ。

8
2
に
同
じ。

9

「
岡
山
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要」
創
刊
号一
九
九
五
年

九
三
頁。

10
2
に
同
じ。

11

岡
崎
義
恵
r
駐
術
論
の
探
求』
弘
文
堂
也
房

昭
和
十
六
年
l二
五
九
頁。

12

梶
木
剛

分
且
漱
石
論
勁
草
也
房
昭
和
五
十一
年
＝＿二
頁。

13

新
刊
r

漱
石
全
集」
第
十
六
巻

評
論
ほ
か

岩
波
柑
店
一
九
九
五
年

五
九
l二
頁。

14

中
川
荘
援
r
禅
語
字
彙』
柏
林
社
柑
店

昭
和
十
年
三―
―
頁。

15

新
刊

『漱
石
全
集」
第
十
九
巻
日
記・
断
片
上

岩
波
密
店

九
五
年
六
四
頁。

16
2
に
同
じ。

17
13
に
同
じ。
二
八
五
頁。

18
2
に
同
じ。

一
九

一
九
九
四
年。

三＝
二
頁。

忠
南
大
学
非
常
動
講
師） 一

九

泰
生

欣
泰

美
秀

『
岡
大
国
文
論
稿』
第
二
十
七
号
（
平
成
十一
年
三
月
発
行）

要
目

輪
文

高
橋
虫
麻
呂
の
方
法

ー旋
頭
歌
と
短
歌
ー・・・・・・・・・・・◆．．．．．．．．．．．．
 錦
織

浩
文

r
凩
草
紙』

綸‘上珠
島
中
良
の
体
制
批
判
ー·
…
…
…
…
…・・・・・
石
上

敏

輿
謝
野
品
子
の
古
典
研
究
ー
r
紫
式
部
新
考』
を
中
心
に
ー・・・
加
古
美
奈
子

坪
田
譲
治
と
キ
リ
ス
ト
教・'
…·
…
…
…
…
…•,．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 劉

迎

有
情
の
受
身
文
と
非
情
の
受
身
文
に
お
け
る
格
助
詞
の
述
い

ー
「
に」、
「
に
よ
っ
て」
と
「
か
ら」
を
中
心
に
1・・・
林

美
秀

森
閉
外
の
漢

語—
r
舞
姫
L

の
漢
語
「
炊
珂」
と
r
飴
阿」

の
梧
義
に
つ
い
て
1
…
…·:．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 何

欣
泰

特
別
寄
稿

面
琶

辻
星
児
著
r
朝
鮮
語
史
に
お
け
る
r
捷
解
新
語」』
・
片

茂
鋲

書
評•
新
刊
紹
介

金
沢
裕
之
著
r
近
代
大
阪
語
変
遷
の
研
究』
•
…·
…·
…
…
…
…
湯
浅

茂
雄

大
友
信ー
監
修

三
宅
ち
ぐ
さ
編
著
『
天
埋
大
学
附
属
天
理
図

掛
館
蔵

世
俗
字
類
抄

影
印
な
ら
ぴ
に
研
究・
索
引』
河
野

敏
宏

大
坪
併
治
著
r
国
語
史
論
集
下』
（
大
坪
併
治
若
作
集
4)
・・・・
江
原
由
美
子

大
友
信一
•
佐
藤
武
義·
木
村
晟・
片
山
哨
賢
編

r
古
辞
書
抄
物

韻
府
群
玉・
玉
脳
抄』
•
…
…
…
…
…・・
江
口

太
田
紘
子
櫂
著
『
二
菜
亭
四
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